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月
集

朝

毎

編

こ
れ
の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ

は
、一意
欲
煙
熔
え
た
学
生
諸
惑

倅
黎
写
し
や
す
い
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
（学
費
全
免
や
国
立

大
学
並
の
華
書
筆
の
ス
カ
一▼
ン
ッ

プ
網
遂

】、
【更

学
の
朝
日
大

学
上に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
を
有
す

る
人
の
入
学
促
進
と
入
学
後
の

学
習
意
欲
刺
激
（資
格
取
得
者

建
対
す
る
特
典
や
入
学
後
の
議

軽
選
大
学
は
、

２．
畿
羅
だ
鹿
け
で
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、そ
の
一
媒
と
し
て
入
学
試

験
と
志
願
者
増
加
対
策
に
つ
い
て
も
改
善
を
選
る
こ
と
で
、学
長
を
中
心
と
し
て
副
挙
長
、学
部
長

等
で
一厳
魏
な
検
議
が
な
さ
れ
、＞この
ほ
ど
２
０
０
◇
年
度
人
試
の
概
要
が
基
定
さ
れ
た
。
（２
～
３

面
に
齋
連
記
事
）

座
開
設
、入
学
者
全
員
へ
の
パ
ソ

コ
ン
支
総

】、
天

に
誇
れ
る
能

力
や
社
会
活
動
実
績
の
持
ち
主

笙あ
銹
菱
理
な
入
湛ォ促
進
（ス
カ

７
形
プ
、特
鶏
選
抜
細
こ
】、

憂
け
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

入
試
制
度
（秋
季
入
学
鶴
疫
、複

数
霧
受
験
生
へ
の
検
定
料
負
担

の
軽
嬢

受
験
日
選
娯
制
度
、入

試
科
目
の
学
郡
閣
統

こ
】、
一国

際
化
社
会
に
紺
応
で
き
る
若
者

の
資
質
育
成
（海
外
留
学
や
海

外
研
修
の
特
並
鍮
墓
】等
々
で

あ
る
。

見
ら
れ
る
通
り
入
試
験
贈
の

み
で
森
く
入
学
後
に
つ
い
て
も

各
種
の
特
典
や
教
育
制
度
を
設

け
て
学
生
諸
藩
が
意
欲
持
に
学

電
で
き
る
よ
う
配
慮
蕃
れ
て
い
る

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
蕉
競
等
拒

舞
き
続
き
大
学
改
革
の

あ
矢

が
放
た
れ
た
訳
で
あ

る
が
、こ

れ
と
併
せ
て
、最
も
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
選

力
あ
る
教
育
と

研
究
の
充
実
＜
向
け
て
更
な
る

改
革
と
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
期
待
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
改
革
案
が
実
を
結

ぶ
た
め
に
は
教
職
員
全
員
が
同

じ
層
鶴
を
持
っ
て
協
力
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。本
紙
も
そ

の
た
め
に
組
や
か
な
情
報
伝
達

に
つ
と
め
て
ゆ
く
。
（２
面
に
詳

組
内
容
記
事
）

朝

燃
大
学
は
、

国
際
化
及
び
大
学

へ
の
入
学
機
会
の

複
数
国
化
を
積
極

的
艇
促
進
す
る
た

め
、秋
季
入
学
細

度
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
た
。

自
分
に
合
っ
た

大
学
に
入
学
で
き

な
か
つ
た
と
感
じ

て
い
る
人
、来
年
４
角
の
大
学
入

試
に
向
け
て
予
徳
校
蕉
通
っ
て

勉
強
し
て
い
る
人
、本
基
は
大
学

に
進
学
し
た
か
っ
た
の
た
専
門

学
校
に
入
学
し
た
人
等
、朝
日

大
学
な
こ
れ
ら
の
人
達
を
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、私
季

入
学
制
度
を
導
入
し
た
。

来
年
の
４
月
ま
で
待
つ
必
要

は
な
く
、入
学
の
時
期
は
平
成

■
年
９
月
で
あ
り
、秋
李
入
学

生
の
た
め
の
授
業
を
用
意
し
、

今
年
後
の
秋
に
事
業
で
き
る
教

育
指
導
鉢
細
、就
職
支
援
体
制

よ
基
茶
額
し
て
い
る
。

秋李入学請ll度の導入

纂 入員
鶏 藩紳          5略
濯碧涛等群筐コ雪1芳孝璃‐       50名
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○
心
斡
喪
失

者
の
行
為
慧

罰

し

な

い
。

別
法
第
３９
条

に
そ
う
規
定

さ
れ
て
い
る
。ハ
挙

』
の
関

題
を
扱
つ
た
映
画
が
話
題

を
障
ん
で
い
る
。心
神
喪
失

を
装
っ
た。
犯
罪
者
が
責
任

笙
纂
坊
霧
ゆ
え
に
罪
を
逃

れ
る
と
で
つ
も
の
ら
し
い
。

善
悪
の
判
断
の
農
来
な
い

方

舞
は
諄

え
な
い
。そ
れ

は
分
か
る
。だ
が
被
害
者

に
と
つ
て
は
、正
常
な
神
経

の
持
ち
主
た
刃
物
で
剤
さ

れ
る
の
も
心
神
喪
失
者
た

斬
ら
れ
る
の
も
同
じ
こ
と

で
あ
る
。空
あ
後
者
の
方
が

権
慕

何
の
と
が
め
を
受

け
な
い
の
だ
か
鋳
筆
種
幸

い
じた
だ
や
は
り
責
任
競

一Ｆ穿
■

分
有
す
る
者
が

避

法
を
承
知
で
行
為
す
る
こ

と
に
対
し
て
、ま
り
非
難

が
強
ま
る
の
は
茎
然
の
こ

と
だ
ろ
う
。キ
ャ
ン
パ
ス
周

辺
の
住
民
が
本
学
関
係
者

を
強
く
非
難
し
て
い
る
。

駐
車
禁
と
の
標
識
を
無
視

し
て
い
る
人
達
が
責
任
無

能
力
者
で
な
い
こ
と
は
、

裁
翠
空
賃
ノま
で
も
な
く

本
人
が
そ
れ
を

一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
。
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（法
学
部
，経
営
軍
む

今
題
の
法
学
部
、経
営
学
部
◇
人
試
観
度
の
特
徴
は
、多
様

な
学
生
升
多
様
な
方
法
に
よ
り
選
抜
す
る
入
試
、ま
た
、父
母

の
経
済
的
費
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。

受
験
生
に
と
っ
て
は
、自
分
に
合
っ
た
入
試
を
選
ん
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
こ
と
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
じ

【冨

】

一募
集
人
員
一法
欝
名
、希
営
艶

名
、情
報
２。
名

一試
験
隅
一平
成
二
年
二
月
７
隅

（日
烹
３
学
科
周
日
）

一試
験
科
選
一種
接
禁
作
成
、雨

接
（Ｓ
学
科
共
通
）

中譲

〈Й

季

●
特
徴
と
し
て
は
、試
験
科
遷

か
ら
小
論
文
が
な
く
な
り
、覆

接
及
び
学
校
の
調
査
書
が
章
視

さ
れ
る
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。畠
願
資

格
の
要
件
も
見
芭
し
が
行
わ
れ

本
学
へ
◇
入
学
を
第

一
希
望
と

す
る
者
を
積
極
鶴
筆
貸
け
入
れ

る
方
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。指
寇

校
数
も
従
来
よ
り
増
や
さ
れ
、

ま
た
、
一
校
者
た
り
の
疑
薦
人

数
は
決
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、本

学
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
す
る

と
が
人
数
枠
を
超
え
て
い
る
場

合
に
は
、種
談
に
応
じ
る
体
細

Ｌ
の
こ
と
で
あ
る
っ

〔
・霞

学

一募
集
人
員
一法
約
名
、経
営
Ю

条
情
無
２。
魚
學験
丘
法

―
ユ
半
成
五
年
１１
月
於
コ
（上
）

経
営
―
上
半
威
■
年
■
月
２．
日

（こ

午
前
憶
線
―
上
半
成
二
年

１１
月
ハ
厠
⌒風
）午
後
一試
験
科

日
』面
拶
票
作
成
、面
接
（３
学

科
共
遵

預
験
〈
バ盪

本
学

●
特
徴
Ｌ
し
て
は
、出
願
資
袴

と
選
抜
方
法
が
３
学
科
共
通
に

な
っ
た
こ
と
及
び
学
校
長
の
推

薦
を
重
視
し
て
、学
業
成
績
に

テ
な

わ
れ
ず
蛭

な
く
】進
抜
す
る

方
鑑
で
、場
合
に
よ
っ
て
は
寡
集

人
員
を
超
え
て
で
も
多
様
み
学

生
を
受
け
入
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
３

蘊

藝

】

瞬暴
集
人
理屋
法
艶
名
、経
営
調

名
、情
報
郷
名
一試
験
目
〕髄
時

一試
験
科
懸
茎
】類
審
査
の
生
、

雨
接
（３
学
科
共
通
）
一試
験
会

墨

本
宇

●
＞
学◇
人
試
厳
今
回
新
た
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
、
２
◇
○
◇

年
度
入
試
の
営
玉
の
一
つ
で
あ

る
。
テ学れ
な
、最
近
各
大
学
が
導

入
し
て
い
る
Ａ
Ｏ
（ア
ド
ミ
ィ
ン

コ
ン
，オ
フ
Ｆ
ス
▼
人
試
の
こ
Ｌ
で

あ
る
。学
内
に
設
け
ら
れ
た
Ａ

○
〈
蓬
祓
が
選
抜
す
る
入
試
制
度

で
あ
る
。

対
象
と
す
る
学
生
は
、①
ス

ポ
ー
フ
に
お
い
て
優
秀
な
戒
績

を
修
め
た
煮

②

島
笙
甘
学
校
在

学
中
姪
資
格
を
取
得
し
た
者
、

③
生
後
ム活
敦
課
咎
蜜
報
社

会
活
動
で
活
躍
・し
た
修体
寺
と
し

て
い
る
。

こ
の
入
試
の
特
徴
は
、基
願
が

絶
磐
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。受
験
生
本
人
が
自
己
推
薦

控
よ
り
申
し
出
る
方
法
、
Ａ
Ｏ

委
員
等
が
ス
カ
ウ
ト
す
る
方
法

等
が
あ
り
、施
願
が
あ
れ
ば
睡

重
視
入
試
籟
替
季
聾
は
一あ

入
試
制
度
の
中
短
吸
収
さ
れ
た
、

ア
迪
フ
シ
彰
天
越

露
纂
入
基
濠
謗
負
緯
黛
碑

後
情
報
１５
名
賓
験
丘
平
成

“雑
五
周
部
日
（違
↑
舞
稗
爾
）

顎
験
科
量
だ
鉦∵
・ど
爾

静
Ｉ
意

漿
宙

文
・漢

文

を

除

く
）の
２
科
層

騒

傘

０
孝好の
入
試
も
今
閣
新
た
姪
導

入
さ
れ
た
も
の
で
、学
業
の
優

露

凝

掛

矯

理
由
か
ら
大
学
進
学
が
困
難
な

学
生
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

時
Ａ
Ｏ
会
議
に
お
い
て
書
類
寡

査
と
面
接
に
よ
り
遺
披
さ
れ
る
（

ま
た
、チ
学の
人
試

，，卜
は
待
典
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

者
た
対
し
て
は
、授
業
料
と
施

設
維
持
費
（錦
万
踊
）を
４
年
間

全
額
免
除
す
る
細
麦
と
入
学
特

の
授
業
碁
を
益
万
躍
減
免
す
る

一
あ
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。資
格
取
得
者
に
対
し
て
も
、

資
格
支
援
組
度
に
よ
り
奨
学
金

が
給
付
さ
れ
る
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

な
お
、従
来
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
ス
ポ
ー
フ
推
薦
入
試
、資
格

と
し
て
お
り
、入
学
試
験
の
成

績
が
優
秀
な
者
に
対
し
て
、学

費
多
歳
免
す
る
入
試
鯉
度
で
あ

る
。特
に
優
努
な
者
拒
財
し
て
な

授
業
料
と
施
設
維
持
費
（９５
万

円
）が
４
年
間
全
額
免
除
さ
れ

る
。次
い
で
優
秀
な
者
に
対
し
て

は
、入
学
埒
の
授
業
料
が
４５
万

円
減
免
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。言＞
年
、ス

カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試

で
は
不
合
格
と
な
っ
た
者
の
う

″り
、今
裕
者
に
準
じ
良
好
な
成

餓
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
２

是

行
わ
れ
る

一
般
人
試
を
免

除
ｔ
合
格
と
す
る
画
期
的
な
観

度
と
な
っ
て
い
る
。優
秀
な
学
生

多

数
碁基験
す
で
与と
が
塑
待

さ
れ
て
い
る
。

〓
斐

藝

鶏

】

雰

集
人
三

法
１
１
０
気

経

営
１
■
◇
気
情
報
壽
名
訳
験
旦

平
成
１２
年
２
月
１
日
（火
）
～
２

月
５
日
（土
）

試
験
習
自
由
選
択
細

一試
験
科
目
茎
臭
謡
Ｉ
・正
上
国

語
Ｉ

さ

（吉
文
、漢
文

を
除

く
）、「雪
本
史
島
」
世
界
史
Ｂ
４

霞
治
蓬
渉
叛
学
〓
放
学

Ａ
の
う
ち
数
と
式
」
の
な
か
、経

営
学
科
は
再簿
記
」
、情
報
管
理

学
科
は
一情
報
処
理
」が
加
わ
り

そ
の
中
か
ら
２
教
科
２
科
目
選

友顎

験
会
２

本
学
、名
古
屋
Ｔ

Ｂ
～
５
爾
）東
京
、浜
松
、津
、金

沢
、大
阪
、
開
曲
（３
日
～
５
日
）

０
昨
年
度
入
試
獲
お
い
て
な
、

学
部
学
科
別
に
試
験
日
が
決
め

ら
れ
て
い
た
が
、今
回
試
験
用

自
由
選
択
制
が
導
入
さ
れ
、受

験
花
な
試
験
憲
・学
部
学
科
を

試
験
期
間
空

日
由
に
決
め
て
受

験
で
き
る
と
で
つ
こ
と
が
大
き

な
特
基
¢
∝
な
っ
て
い
る
。ど

つヽ
し

て
も
入
り
た
い
宇
碁
は
、何
度
で

も
受
験
で
き
る
。

他
の
大
学
と
試
験
用
が
重
な

っ
て
も
、今
く
気
に
す
る
こ
た
は

な
い
。受
験
ｉ
拒
大
変
駐
態
し

た
入
誌
で
あ
る
。

一
一
緊

簸

一

雰
集
大
量
法
碕
螢
経
〕冨
Ю

名
、情
報
１０
名
訳

験

旦

平
成

乾
年
３
月
２
磐
（木
）
～
３
月
４

目
⌒土
）試
験

日
自
由
選
択
制

電
試
験
科
目
一一削
期
入
議
芽生麗
じ

釈
験
含
逐
苓
獄
名
面
辱
本
阪

霧
織
天
試
も
学細簸
天
試
と
同

様
た
、試
験
層
白
曲
選
択
細
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。

天
学
会
増
ン
タ
豊
訟
緬

褒

蒸

鶏

こ

雰

集
入
且

法
５
名
、経

営
５

名
、情
熱
３
察
”選
抜
方
塗

本

学
独
自
の
試
捺
は
課
主４ヽ・な
い
◇セ

ン
タ
ー
試
験
の
全
て
の
教
科
・科

目
の
う
ち
、受
験
し
た
高
得
点

の
２
教
科
″
舞
置
を
合
否
判
定

に
利
用
し
選
抜
す
る
。

平
成
１２
年
二
月
礎
日
（二
か

ら
２
月
蛉
長
杢
ま
で
が
出
願

期
間

一大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

藝

簸

一

雰
集
人
員
法
５
後
経
営
５

窮
、情
報
２
名
覆
抜
方
込
前

期
と
同
じ
６平
成
１２
年
３
月
６

臓
（月
）か
ら
３
月
お
目
（月
）ま

で
が
出
願
期
間

一量「覆

入
星

纂

科

悪
李

察
↓試
験
需
一平
成
二
年
二
月
７

日
（題
滋
試
験
機
営
『小
論
文

（６
５
０
宇
以
内
）、面
接
（３
学

科
注
ハ連

顎

験
会
盪

蓼

圏

豊

塾

寮
粂
△
昼
各
宇
舞
と
も
碧
千

名
一試
験
日
一平
成
１２
年
２
月
姥
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ヨ
（土
▼
試

験
科

目
一小

論

文

（６
５
０
宇
以
ぬ
）、面
接
［試
験

会
量

本

写

０
今
甲
か
ら
入
学
特
の
保
認
人

が
２
名
か
ら
１
名
矩
減
ず
る
処

理県
密
怒
わ
れ
た
。籍念
中
Λ
留
学
生

に
，
―ろ
て
は
謝
本
層
角
で
保
証

人
２
名
を
確
保
す
る
こ
Ｌ
は
大

き
ネ猛
鈴
サ
」な
っ
て
い
た
が
、テ
学れ

が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
いンた
０

毒
一

一募
集
人
二

法
欝
負

経
）管島

名
、摘
穀
発
名
（各
写
舞
Ｌ
も

一

般
入
試
を
含
む
Ｘ
試
験
日
一￥

成
五
年
７
月
３
ｄ
（上
Ｘ
試

験

料
血

爾
接
一麒
要
ム量

李

０
推
薦
入
試
な
、小
学
と
の
協

″
痛
分
学
生
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

蜜
τ
年
次

編

入
学

入
試
盆

入
試
綴
度
の
改
革
と
共
な

法
学
部
、経
営
申
７
郡
学
生
へ
の

支
援
制
度
が
充
実
さ
れ
ま
し

た
。入

試
制
度
の
四
４

、学
費

減
免
制
度
、情
報
教
育
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、お
知
ら
せ

し
ま
１
・″た
が
、み
のヽ
ほ
か
蕉

も
色
々
な
組
度
を
導
入
す
る

こ
と
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て

懇
】

一募
集
大
型屋
法
艶
名
、経
営
艶

名
、憶
靴
・５
基
（各
等
狩
と
も
雑

薦
入
試
を
含
む
Ｘ
試
験
日
一前

報

】
平
成
ｌｌ
守
９
月
か
目
（土
）

後

期

中
平

成
琵
年
２
月
１２
恩

（土
▼
試
験
科
目
藝麗
接
票
作
成

面
接
纂
緞
柳
・後
期
共
通
▼
試
験

ハ
パ揚
準
本
や写

０
再複
数
回
受
験
者
へ
の
駈
芦

坤
年
度
は
、

推
薦
大
試
ユど
受

験
し
不
合
格
と

な
っ
た
者
が
、
一

睦

難

入
琴

一受
験
す
る
場

↑々
、

二
基験
料
を
免
除

す
る
細
度
が
あ

父
か
、２
０
０
０

年
度
入
試
で
は

い
ま
す
。そ
の
一
部
を
こ

，こで
紹

介
し
ま
す
。

一　
　
　
　
　
　
　
学

本
学
は
、

４
年
後
の
就
戦
へ
の

岩
応
と
し
て
、資
格
取
得
を
支

更
警
こ
れ
を
拡
大
し
、受
験
料

を

一
回
納
付
キワ
れ
ば
保
歎
藝
覚

験
し
て
も
令
で
受
験
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
に
変
わ
り
、父
母

の
経
済
的
負
担
を
大
幅
に
軽
減

す
る
も
の
と
な
っ
た
。た
だ
し
、大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
人
試

な
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。

０
一指
韓
教
育
支
歩

制
度
の
道
す

入
本
学
は
、情
報
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
１
年
次
前
期
に

全
学
那
と
も
「情
報
握
理
基
参

を
必
修
科
営
と
し
て
調
設
し
教

育
を
行
字

いヽ
る
が
、教
育
効
果

を
蔦
め
る
た
め
、
入
学
生
全
員

経
パ
ソ
コ
ン
を
無
徳
で
支
給
す
る

綱
度
が
導
入
さ
れ
た
。
ン↓
の
制

度
は
、高
度
情
報
化
社
会
で
生

き
て
い
く
学
生
に
Ｌ
つ
て
は
大

変
右
益
な
も
の
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。

歯
学
部
は
、入
試
区
分
別
の
募
集
人
員
が
昨
年
度
と
を
千

異
な
り
、推
薦
入
試
の
募
集
人
員
が
増
え
た
こ
と
以
外
は
大

き
な
変
売
は
な
い
。

一
一墨

中募
集
人
員
〕
筒
名
［試
験
爾
〕平

成
ワ
年
２
月
１
回
（火
工
試

験

科
量

必
察

・賓

室
騨
‥

ど

遷

択
１
荻

学
蛋
と

、数

学
Ａ
の

う

ち
数
と
式
■

物
理
Ｉ
Ｂ
は
、

「化

学
Ｉ
Ｂ
こ
、
「生

物
丁
Ｂ
」
か

ら
１
科
目
小
論
文
（５
０
０
字

以
為
）、商
接
”試
験
会
場
一
本
学

【量響
盆
欠
量
査
十
名
訳
験
三

平
成
■
年
二
月
７
日
（日
▼
試

験
科
趨
弾「数
多
、再物
辞
、だ

学
生、「生
惣

か
ら
１
科
畷
選
択

小
論
文
（６
６
◇
宇
以
内
）、面

接【筵

蜜

墨

票

集
人
星

若
千
名
顎

験
量

平

成
１２
年
２
月
１２
日
（土
渾
試

験
科
露
一小
論
文
（６
５
０
宇

以
内
ｒ
蔵
接
一試
験
会
場
甲
饉
十

密
ご
等
次
編
入
学
入
試
雀
上
繊
度
の
遭
す入

平成11年度軍月躍大学入試説明会日程一覧

【雷”募
集
人
ｏ邑
郷
名
中試
験
需
〕平

成
■
年
１１
月
７
日
（日
▼
試

験

科
道
一小
論
文
（６
５
０
字
以

ａ

、薇
接
顎

繁
貧
盪

本
学

現
在
デ

メ
リ

カ
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

（カ
リ
フ
オ
を

一ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
校
く
の
許
学
研
修
を
金
額

大
学
負
担
で
、ま
た
、法
学
器
は

独
自
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ボ

ン
ド
大
学
へ
、経
営
学
部
は
カ
テ

ダ
の
ラ
ン
ガ
ラ
カ
レ
ェ
ン
ヘ
そ
れ

ぞ
れ
大
学
が
半
額
負
擬
し
て
語

学
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
繊
度
を
更
に
充
実
す
る

た
め
に
、学
生
本
人
が
計
題
す

る
海
外
留
学
（海
分
研
修
に
奨

【
一自

審
密
穴
量
２３
名
訳
験
二
平

成
■
年
１１
月
痴
日
（土
Ｘ
試
験

科
ユ
小
峯醜文
↑
、０
０
０
字

以
ａ
、面
接
蚕
盤
ボ盪
本
宇

可憐に咲く紫陽花
-6月 1日 キャンパス内中庭で一

援
す
る
こ
と
で
、学
内
で
資
格

津
戦
座
予τ
多
数
繭
講
し
″′（

ま
す

が
、平
成
乾
年
度
か
ら
資
椿
取

得
者
に
は
奨
学
令
を
給
付
す
る

制
度
が
段
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
と
す
る
資
格
は
、就
職

に
役
立
つ
も
の
で
、本
学
が
婦
講

す
る
資
格
議
座
を
一受
講
し
て
裏

得
し
た
も
の
及
び
本
学
が
指
定

す
る
盗
格
と
し
て
お
り
ま
す
。

舞
挙
金
一は
、な
森
ラ
ン
ク
４
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、Ａ

ラ
ン
ク

覺
万
剰
、Ｂ
ラ
ン
ク
５
万
円
、
Ｃ

ラ
ン
ク
３
万
用
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
人

く^
い
く
つ
食
格
を
取
っ

て
も
士丞
雑
さ
れ
ま
す
。

一国
盤
軽
響
建
綴
重

套

Ｔ
は
一定

学
の
精
芦

に
あ

る
国
際
未
来
社
会
を
切
り
開
く

社
会
性
と
創
造
性
、そ
し
て
、人

類
普
通
の
人
間
約
如
性
に
富
む

人
麓
を
育
成
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
の
具
現
竹
つ
た
め
、゙
字
千

◇
蜂
籍
畢
勢
綻
な軽
修
ヤ・対
し

て
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

讐
釜
を
支
給
す
る
制
度
が
峯よけ

ら
れ
る
テ
ア
デ
一な
り
ま
し
た
。

海
沐
留
学
支
援
は
、最
高
９５

万
円
の
奨
工
盃

？

共絵

海
外
霧

修
に
は
３。
万
日
の
奨
学
会
が
支

給
さ
れ
ま
す
◇

雪
墓
喬
ｉ
ン
秘
遠
磐
錦
度
一

一経
済
的
な
理
由
か
ら
就
学
を

断
念
す
る
学
生
も
増
え
て
き
ま

し
砲

本
学
と
し
て
は
、一
れ

を

支
援
す
る
た
め
、峯董

再
解―
ン
を

受
け
て
い
る
学
生
雑
対
し
て
、毎

年
奨
学
金
を
支
給
す
る
制
度
を

設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
Э

こ
の
観
度
は
、学
生
が
民
闘

金
融
機
関
か
ら
直
接
融
資
空
支

け
る
学
費
習
―
ン
篠
か
か
る
在

学
期
間
中
の
利
子
分
を
、
一
定

利
索
す
τ
限
度
＞
」
と
ンて
毎
年
奨
学

金
と
し
て
支
給
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

以
Ｌ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
、

具
体
的
な
申
し
込
み
方
法
等
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、改
め
て
お

無
ら
せ
し
ま
す
。

お受

智要
せの

牌rt帝 Fす 持 開
r´ 絶 会  場
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'R5i00‐
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大学改革(2)
縄
↓鐘
菱
予経
義
薙
垂
空

脱牲
軽
薙
五
緯
孵
菱
雑
一

ト
ツ
プ

ダ
ウ
ン

審
議
機
関
の
意
見
参
考
に

け
イる
べ
く
執
行
部
は
違
日
精
カ

約
に
検
討
を
重
ね
、別
掲
の
と

お
り
の
新
新
な
入
試
要
頭
ぞ
決

一子
与
た
ぅ

大
学
故
革
と
し

て
こ
こ
で
述
べ
る

一＞
一は
、こ
◇
人
試

寮
項
の
内
容
の
■
一

―
ク
さ
で
な
な
く

こ
れ
を
決
定
す
る

ま

く́
の
プ
暫
セ
ス

に
あ
る
◆卜
↓の
度
の

，不
宇
改
革
の
巌
重

点
裏
鳥
に
執
行
機

腐
と
審
議
機
関
と

の
分
離
が
あ
る
◆

こ
れ
ま
で
大
学

の
薫
思
決
定
Ｌ
、

そ
の
実
行
は
幾
つ

か
の
会
歳
を
経
て

し
か
も
そ
の
全
て

の
会
議
の
言
決
を

要
得
た
す

る
、い

わ
ゆ
る
ボ
ト
ム
ア

リ
ブ
揮
観
友
を
取

っ
て
き
た
◆

途
中
、な

こ
か

一
つ
の
会
議
で

否
決
さ
れ
た
ら
、滲
のヽ
緩
案
は

跨

霞
を
見
な
い
。そ
し
て
そ
れ

が
民
主
鶴
な
方
法
挙／一井
」考

各
衿

れ
て
来
た
，

一
つ
の
事
を
実
施
す
る
の
た

ど
れ
緑
期
剰
を
費
や
さ
な
け
れ

が
な
ら
な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
か

そ
の
碑
に
は
、今

す
ぐ
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
も

数
多
ノ甚
竹
し
た
笠
搭

あ
ヤ一
．レ」の

弊
省

， 卜
つ
い
て
は
宮
騨
輸
理
事

長
は
か
な
り
隣
か
ら
指
嶺
し
て

い
た
と
テぐ一ろ
で
あ
る
（メ
デ
して
昨

年
弱
月
、大
学
審
議
会
も
こ
の

こ
と
を
指
痛
し
た
。義
行
機
密

と
審
議
機
関
の
区
別
で
あ
る
．

日
く
、大
学
は
学
授
を
中
小
と

し
た
執
行
機
関
が
諸
施
策
を
実

行
に
移
す
。そ
の
執
行
に
際
し

あ
ら
か

，
め
、場
合
に
よ
つ
て
は

事
後
祥
喬
藤
機
関
に
諮
め
意
見

を
雅
く
。た
だ
し
、審
議
機
関
の

意
見
を
十
分
に
徴
し
た
後
、決

執務中の学長、副学長

▼

L」
「

‥

‥

ｄ

断
し
、執
行
す

る
の
は
学
長
を

中
心
と
１
″た
執
行
郡
で
あ
る
今

た
な
え
そ
れ
が
審
議
機
閣
の
結

ネψ

纂

な
っ
て
も
良
い
っ

今
震
の
入
一蓋
要
項
地
執
行
郡

が
議
論
チ，■
熱
論
を
、検
討
た
検

討
を
重
ね
、出
し
た
結
論
を
総

〈
星
撃
焚
（
及
び
全
学
入
一黙
委
員

会
に
誇
り
そ
の
意
見
を
聞
き
つ

つ
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
ぅむ
ろ

，々

一の
，、ラ
ブ
ダ
ウ
ン
方
式
は

唯
我
独
孝
式
の
独
裁
観
で
な
な

い
し
、当
然
（？

デ
」だ
が
ト
ッ
プ

が
結
果
に
対
し
て
責
任
を
負
う

こ
Ｌ
と
な
る
。

岐
阜
県
内
の
回
公
私
立
大
学

薄
校
（１０
大
学
、
３
短
期
大
学
）

が
、協

力
し
て
共
同
授
業
を
実

飽
し
、社
会
人
、大
学
生
権
授
業

を
提
供
す
る
こ
と
で
、豆
ｉ成
Ｈ

年
３
月
に
参
加
大
学
全
て
の
学

長
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名

し
、平
成
■
年
５
月
か
ら
髪
業

国際ネットワーク大学

コンソーシアム共同授業

が
開
始
さ
れ
た
〔サ

こ
の
開
き
横
れ
な
い
「圏
祭
ネ

ッ
争、
ヮ
ィ
ク
大
学
ご
Ｉ
イ

ン
ア

ム
共
用
授
淋
Ｌ
な
、焼
原
城
阜

県
知
事
の
後
力
な
リ
ー
ダ
，
シ

ッ
プ
無
ま
り
進
め
ら
れ
て
き
た

事
差

く^
あ
り
、「大
学
Ｌ
し
て
特

別
の
施
設
、教

員
を
持
た
ず
、国

内
や
海
分
の
既
存
の
大
学
な
ど

の
連
携
信
よ
り
、多
様
な
授
業

を
提
供
Ｌ
、か
つ
、単
位
や
学
位

が
取
得
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
大

学
の
創
設
を
用
指
す
」と
す

る

構
想
を
、今
回
そ
の
第

一
段
階

と
し
″く、実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
．共

魔
授
業
は
、協
定
参
族
大

学
の
中
か
ら
授
業
担
当
大
学
を

決
定
し
、当
該
大
学
の
授
業
を

参
魏
大
学
の
学
生
、社
会
人
が

受
森
し
、単

位
が
取
得
で
き
る

仕
組
み
荘
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
前
期
は
、境
■
大

学
が
授
業
担
芸
大
学
と
な
り
、

ぞ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
￥
、ユ
ニ
ケ
ー

イ
コ
ン
技
術
」
（２
羊
絃
）が
謝
講

さ
れ
、後

期
は

‥１１支
阜
翌
徳
学
題

大
学
が
担
当
し
、「知
識
社
会

ネ即
（２
洋
位
）が
理
講
さ
れ
る

予
を■
一な
字
ふ
る
っ

本
学
も
″塑
養
夕加
大
学
と
し

て
参
加
Ｌ
て́
お
り
、八

「
年
度
前

期
は
本
学
の
学
生
も
登
録
ι
受

孝学
柱
手
く
い
′舎
．

５
月
１４
Ｆｌ
（金
】
第
１
用

講

義
の
模
様
が
Ｎ
封
Ｋ
総
合
テ
レ

ビ
‐こ

ん
ば
ん
は
６
時

で
す
」
の

中
夜
瞬
す
ハこれ
た
。

今
王
〈
不場
〉舛
民
本か
れ
あ
梁
イ艦

〈
サ
テ
ラ
イ
ト
〉崚
卑
経
済
大
学

・中
都
学
腕
大
学
短
理
大
学
部
・

中
京
学
院
大
学
ユ岐
単
県
飛
騨

体務
〈
二
庁
ム
古

◇
潔

〈碁

堤

共
畷
様
業
連
営
菱
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
一

〇
５
３
‐２
７
７
‐
１
１
４
５

1睦分狩磐 ッ丼ガみ―

葉磨涯靡理雲委員全
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和
歌
抱
カ
レ
ー
中
毒
事
件
の

第

一
回
公
判
が
一始
ま
っ
た
。事
件

そ
の
も
の
な
昨
年
の
夏
発
生
し

た
こあ
る
テ
レ
ビ
Ｑ
窪
違
番
組
煙

よ
る
と

，
な
の
判
決
が
出
る
の

感
Ｉ
〇
二
◇
年
頭
で
は
な
い
か

と
言
う
Э被
特
側
で
も
検
察
鯉

で
も
双
方
が
そ
の
判
決
に
納
得

す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら

当
然
控
訴
、上
告
と
続
き
最
高

荻
ま
で
行
く
こ
と
Ｌ
な
る
療
雅
』

人
の
埜

二須

美
は
３７
歳
、夫
の
健

治
な
割
歳
。夫
の
方
は
許
欺
罪
だ

け
の
起
訴
だ
ぅ
、罪
状
認
否
で

そ
の
弊
を
認
め
て
い
る
か
ら
と
も

か
く
真
須
美
被
告
の
方
は
殺
人

及
び
殺
人
未
遂
非
で
の
起
訴
だ
　
洋
子
被
生
ζ
ら
の
刑
が
確
定
し
た

か
ら
閥
遠
い
な
く
畿
高
救
ま
で

の
な
、な
ん
と
事
件
か
ら
２．
年

款

が
娑

だヽ
ろ
う
。
一終

麹
然
″

籍
父
／」平
成
・う
年
２
月
の
ン」
と

確
定
す
る
と
き
、被
告
人
は
何
　
で
あ
っ
た
。
Ю
年
ひ
と
４
爾
」
で
つ

歳
矩
な
っ
て
ｒ
る
の
だ
ろ
・つ
か
。
　

が
、

２．
年
も
経
つ
と
当
然
事
特
は

日
本
国
憲
法
第
３７
条
は
、迅
　
風
化
す
る
。判
決
が
出
る
頃
に

な
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
　
は
、世
灘
は
事
件
の
こ
と
を
忘
れ

障
し
て
い
る
。＞
）テ
】ろ
が
実
除
ｔ
　
去
字
ヽ
し
ま
っ
て
い
る
。

は
こ
れ
は
右
名
無
実
態
等
し
い
。　
　
何
故
、
圏
本
の
裁
判
は
こ
の
よ

皆
ばご
ん
な
連
合
赤
軍
事
件
を
覚

つヽ
矩
遇
々
Ｌ
Ｌ
て
建
ま
な
い
の

え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
昭
和
４６
　
だ
ろ
う
か
。裁
判
官
、検
察
官
の

年
か
ら
守
年
に
か
け
て
、遠
舎

数
が
絶
対
的
に
足
り
な
い
と
麗

赤
軍
派
と
名
乗
る
極
左
集
硼
が
、
い
て
い
る
し
、慎
重
な
等
理
の
た

最
後
感
自
壌
作
輝
を
起
こ
し
、　
め
時
間
が
必
要
な
の
は
事
実
だ

総
揺
と
称
↓
て
次
々
と
仲
麗
を
　
ろ
う
◇し
か
し
、そ
れ
に
し
て
も
で

殺
害
し
て
行
っ
た
。主
彊
◇
水
隠
　
あ
る
。
テ学の
訴
訟
の
長
期
化
が
裁

網
そ
の
も
の
を
篠
慧

味
に
し
て

し
ま
う
も
の
、選
挙
達
反
に
よ

る
当
選
無
効
な
ど
に
つ
い
て
公

職
選
挙
法
は
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
る
。判
決
は
、事
件
を
受
理

し
た
目
か
ら
百
日
以
内
に
こ
れ

を
す
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
明

文
化
し
て
い
る
。熊啓
只
の
任
期
が

避
ぎ
て
か
ら
導
選
篠
崩
め
判
決

を
下
し
て
も
導
入
は
痛
く
も
痒

く
も
な
い
。訴
訟
の
利
益
が
な
い
。

今
度
の
事
件
で
被
害
た
あ
っ

た
人
々
雀
運
族
が
テ
レ
ビ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る
。ふ
と

思
う
。一学の
中
の
何
人
が
判
決
の

確
定
τ
閣
く
の
か
と
９

Ｌ
Ｌ
教
塞
に
最
新
の
設
備
を
導
恐

鸞

文
部
宿
の
「平
成
欝
年
度
私

立
大
碁望
一
研
究
ユ灘
巖
驀
暮
稀

助
金
生
及
び
「平
成
覺
年
度
私
立

学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
この

変
付
を
受
け
て
、
６
号
舘
７
階

に
あ
る
Ｌ
勇
教
室
１
と
Ｌ
Ｌ
教

室
２
の
設
備
が
全
揃
約
機
更
改

さ
れ
た
（）

従
来
の
亜
翌
子
教
室
は
、カ
セ
ッ

ト
テ
こ
プ
レ
コ
ー
ダ
や
ビ
デ
オ
を

用
い
た
も
の
が
主
流
で
あ

っ
た

が
、
近
年
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
含
９
蕩
程
ｏ
，

＞
一浄
毎
滞基
甚
要
高
⇔
Ｆ
静
ｏ
難
ｏ
ｔ

の
名
一細
が
一不
す
よ

つヽ
た
コ
ン
ピ
ュ

―
夕
を
利
用
す
る
形
態
に
取
り

代
わ
り
つ
つ
あ
り
、本

子
で
も
こ

の
た
び
こ
の
シ
挙
ア
ム
を
導
入

し
て
誓
翌
伊
家
育
の
シ
ベ
ル
ア
ッ
プ

と
一望
挙
期
上
を
図
る
こ
と
に
な

っ
た
（〉

こ
れ
ら
２
教
室
の
設
備
の
共

通
点
は
、最
新
の
　
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
‘

Ｏ
Ｗ
（わ

パ
ソ
コ
ン
を
教
卓
及

び
学
生
視
全
席
に
設
置
し
、業

本
ソ
フ
ト

Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ

携
の
上
に
、
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
９８
、

Ｅ

ｘ
ｃ
ｃ
ｉ
労
、
Ｐ

ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｐ

ｏ
ｉ

ｎ
〓
錯
な
ど
の
事
務
処

理
や
プ
レ
ゼ
イ
ア
ー
シ
ョ
ン
用
ソ

フ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
の

Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
、
タ

ッ
チ
タ
イ
プ
練
習
用
ソ
フ
ト
及

０
本
―
ム
ペ
ー
ジ
斑
覧
用
の
ブ

ラ
ウ
ず
等
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
ｃ

教
室
全
捧
の
パ
ソ
潔
ン
は
、サ

髯
バ
を
経
鶏
し
て
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

（Ａ
ｕ
黄

ａ
Ｔ
）に
接
続

さ

れ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
雷
が
で
き

る
と
と
も
に
、教
育
支
援

ンヽ
ス

テ
ム
に
よ
り
学
生
機
画
面
の
教

帥
対
機
蕉
よ
る
ス
キ
ャ
ラ
一ラ
グ

と

一夕
、教
卓
か
ら
◇
宇
生
機
の

撃
ン
ト
ロ
ー
ル
、教
師
鳥
機
や
学

生
機
の
画
面
ま
た
は
教
材
の
学

生
機
へ
の
提
示
が
で
き
る
。ま
た
、

Ｍ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

カ
ル
ラ
ト
デ
ツ
キ
好
を
利
用
し
て

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
学
生
に

配
篭
で
き
る
◇

加

え

て
、
Ｃ
Ｓ
や
Ｂ
Ｓ
放

送

受
信
桜
て
接
続
し

て
、生
の
咎
襲
賓

よ
盈
称
鮮
な
情
報

や
ト
ピ
ツ
ク
ス
に

触
れ
通

す
墜

思
欲

の
角
上
を
図
る
こ

と
が
で
蒸
）る
。

Ｌ
Ｌ
教
室
と
に

は
、
テ壌
れ

ら

に
娘

え
て
「Ｌ
Ｌ
ロ
ン
ト

標
―
ル
コ
ン
フ
ー

と
２
舞
オ矩
よ
り

教
材
再
生
や
学
生

の
勉
学
状
況
舌

一
タ
リ
ン
が塗
あ
拳
奔
鱒
薙
小作
、

授
蕩

進
行
状
況
の
把
握
、学
生

の
レ
ス
ポ
ン
ス
ア
ナ
ラ
イ
ザ
の

画
面
表
示
等
が
フ
ン
タ
ッ
分
で

可
能
で
あ
り
、学
生
も
手
兎
の

ボ
タ
ン
操
作
で
教
材
や
自
分
の

声
を
繰
り
返
し
嗣
く
事
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
な
Ｐ
ぐ
い
る
。

平
成
Ю
年
度
か
ら
は
、新
入

学
生
今
員
を
対
象
と
し
て
だ
」

羽目等圃駿麟J塵

朝
日
大
学
で
は
、

開
か
れ
た
大
学
と
し

て
地
域
社
会
に
高
等

教
育
の
機
会
を
宏
く

提
供
し
、生
凝
学
習

に
対
す
る
社
会
の
ニ

ユ
ズ
の
拡
大
に
応
え

る
と
共
に
、他
の
教

育
機
関
の
学
生
の
多

．

こ
．
様
な
学
修
意
欲
に
応

え
る
た
め
に
、社
会
入
な
ど
本

学
の
学
生
以
外
の
人
が
本
学
の

開
設
す
る
授
業
科
日
の
一
部
を

殻
惨
し
、単
位
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
「料
周
等
矮
修
生
」

制
度
を
平
成
■
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

毎
軍

蚕

垂

塗

章

謝
学
校

を
卒
業
し
た
人
、大
学
を
中
途

退
学
し
た
人
な
ど
が
、小
学
矩

お
い
て
「科
Ｅ
等
履
修
生
ｔ
ｔ
し

て

一
定
の
蒻
麗
系
統
的
な
学
修

を
行
い
、必
要
な
単
位
を
修
得
し

そ
の
結
果
を
も
っ
て
浮
蒋
“授
与

推
き

に
所
とあ

史
夢
τ
し
そ
の

審
査
及
び
試
験
に
合
格
す
れ
ば

一学
士
権の
学
位
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

今
年
度
の
募
集
は
、法
学
部
、

経
営
学
部
及
び
教
職
課
程
（数

員
免
許
取
得
希
望
者
）で
行
わ

れ
、法
学
部
た
１
名

教ゝ
職
課
程

に
１
名
入
学
し
た
。法
学
部
入

学
者
は
、慶
磨
義
塾
大
学
を
中

還
と
ン、現
在
会
社
勤
務
で
あ
る

が
、大
学
婉
へ
の
進
学
を
希
望
し

て
お
り
、
一し
の
た
め
、本
学
で
単

位
を
修
得
し
、学

位
授
与
機
構

無
申
請
，
≒
学
士
生の
学
位
を
修

得
す
る
＞』と
を
目
釣
と
し
て
日

一作
整
予写
燿
励
ん
で
い
る
。

会
Ｌ
生
活
基
礎
Ｌ
英
語
基
麟

「情
報
処
理
基
礎
と
す
の
科
雷
も

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、^
バ
ソ
コ
ン

務警
あ
拡
充
＞∈遊
袈
後
っ
て
あ

最
新
の
Ｌ
形
教
室
設
岐
が
本
学

学
生
詣
落
の
２．
世
紀
に
向
け
た

望

ュヽ
一一ケ
ー
シ
ョ
ン
能
万
の
酒
養

矩
大
い
皓
α
サ
鬱
予
と
期
待
さ
れ

る
。

」

わ
れ
る
の
＾ゝ
希
望
者
は
次
の
と

こ
ろ
ま
で
，

爾
い
合
わ
せ
と
朝
日
大
学
学

嘉
駿
婁
詠

科
塁
療
監
篠

Ｔ
Ｅ
Ｌ
一の
５
８
１
３
２
９

工
０
７
７

０
５
８
‥
３
２
９

■
０
７
９
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中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

（社
（
あ
取
得
ネ石
望
者
を
対
象
と

す
る
ボ
鍵
蟹
寸倅
験
いた
今
年
度

拶
名
が
等
し
込
み
■
復
・・・ジた
。

平
成
１０
年
度
か
ら
、義
務
教

育
課
程
（小
学
校
及
び
中
学
校
）

の
普
通
免
許
状
の
取
得
を
希
望

す
る
者
は
、各
称
道
癒
県
が
指

定
す
る
特
殊
教
育
詐
学
校
（盲

学
校
、聾
学
校
及
蛮

釜

零

雄

及
び
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い

五

介
農
等
体
験
あ

実
習
を
行

う
ア
学と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
Ｌ

た
。介

護
等
体
験
の
内
容
は
、高

船
者
・障
害
者
等
に
対
す
る
介

義
、〈
乱
り、故
策
の
行
き
添
い
、議

し
穂
手
、一
舞
コ事
の
手
鉄
い
な
ど

の
頂
接
″
」
父
流
す
る
体
絞
、そ
の

他
清
掃
や
洗
羅
な
ど
の
直
接
の

介
護
・介
助
活
動
で
は
な
い
が
、

受
け
入
れ
施
設
等
の
戦
員
が
行

う
業
務
の
補
助
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

実
習
施
設
は
、岐

亭
県
教
育

委
員
会
が
指
定
す
る
宮
学
校
、

龍
憲
す校
及
び
養
護
学
校
及
び
岐

主
施
雛
災
環
弊
勝
辺
減
会
が
指
定

す
る
社
会
編
社
施
設
で
、合
計

７
目
閣
実
習
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

今
年
度
準
し
込
み
を
行
っ
た

の
は
、法
学
部
の
１
年
生
２
名
、

２
年
生
導
名
で
あ
る
ｃ歩
く
れ
ぞ

れ
◇
字
フ生
が
「介
護
等
答
験
あ

議
機
霰
纏
躍
点
う
●
■
ｉ

実
習
を
通
じ
て
、担
人
の
尊
巌
や

社
会
違
帝
の
理
念
に
腐
す
る
認

識
を
深
め
、子
供
た
ち
か
ら
信

頼
さ
れ
る
教
員
に
な
つ
て
も
ら

い
た
４
）

ま
た
、

４
年
生
の
】
一生
諾
名

が
、教
育
実
習
に
参
加
す
る
こ

と
で
、現
在
教
職
課
程
セ
ン
タ
イ

長
の
浮
掘
教
授
を
始
め
各
担
婆

警

原
か
ら

， 警

長

狸
騨の
翌

削
指

直
，

τ
受
け
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
五
年
度
の
教
育
実
冒
拒

参
雄
す
る
学
生
は
、法
学
部
な

中
学
校
実
習
９
名
、高
等
学
校

実
習
８
名
の
合
計
▼
名
ｃ経
営

学
部
は
、経
営
学
科
が
高
等
学

校
実
習
１５
名
、情
報
管
理
学
科

が
高
等
学
校
実
習
６
察
の
合
計

滉
名
と
な
っ
て
い
る
。

実
習
の
時
期
は
、早
い
学
生
で

５
月
２４
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

大
半
の
学
生
が
６
月
中
に
は
終

了
す
る
ヱ送
を
で
あ
る
。

実
習
先
は
、主
に
母
校
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
が
、経

営
学
部

の
学
生
は
、免
許
Ｑ
磨
贅
が
ら
南

業
科
又
は
商
業

最
恵
募
虐

限

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、並
鰤
通

科
施
夢
の
学
生
な
実
習
校
の
確

保
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
。い
ず

れ
緯
し
て
も
、全

員
が
立
派
に

教
育
実
習
を
終
了
し
、教

員
採

用
試
験
に
合
格
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。

神
富
の
道
遠
ｂ
〃

野
球
部
ま
た
も
松
阪
大
の
前
に
涙

朝
日
△

蒸

養

野
球

熱

絡

〔

念
な
が
ら
ま
た
し
て
も
宿
敵
松

阪
大
学
の
牙
城
を
嬢
せ
ず
、金

日
本
大
学
選
手
権
大
会
（神
宮

球
ち

出
場
へ
の
李

τ
断
た
れ
た

東
海
地
区
大
学
野
球
春
季
ウ

ー
グ
栽
は
５
月
９
日
全
日
程
を

終
了
。本
学
患
最
終
成
績
７
勝

３
数
で
２
位
。因
み
に
優
惨

松

阪
大
学
は
蛉
戦
金
勝
で
４
年
違

＜
故
　
宮
田
慶
三
郎
先
生
の
胸

驚

嘉

桑

雪

質

統
の
神
宮
出
場
と
な
る
。

言
位
打
者
の
富
剛
智
君
を
含

め
、ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
（指
名
打
者

を
含
む
）体
松
阪
入
Ｌ
同
じ
４

人
選
出
さ
れ
た
が
打
倒
松
阪
な

ま
た
も
な
ら
森
か
っ
た
。

人
事
消
患

〈
教
育
峨
員
人
事
〉

還
職
（５
月
鋭
日
）
▽
歯
学
部

賜
手
加
納
正
也

採
用
（５
月
ｌ
Ｈ
）
▽
施
学
部

助
手
笠
井
唯
克
▽
歯
学
部
助
手

仲
岡
佳
彦

帝弁
箕
５
夷
１
霞
）
▽
蓋
学
部

教
授
鶴
房
繁
和
（同
学
部
助
教

授
）
▽
羞
学
部
助
教
授
加
藤
隆

弘
荷
姿
笠
議
座
講
延
▽
歯

学
部
助
教
授
小
島
孝
雄
（同
内

科
学
講
座
講
師
）
▽
養
学
罫
講

師
原
瀬

一
郎
（同
内
科
学
講
座

助
手
）

〈夢
務
職
人
事
〉

退
職
（５
月
観
憲
）
▽
歯
舞
臨

床
研
究
藤
事
務
室
課
長
補
佐
療

顔
蟹
彦

〈墜
矮
整
ご

退
職
▽
村
上
記
念
病
院
看
護

婦
小
由
泰
代
、同
青
本
千
登
勢

（３
月
説
鶏
）

採
用
〉
付
上
記
念
病
院
看
難
募

婦
上
囲
幸
穂
、同
准
看
護
婦
高

島
量
美
、同
坂
ひ
ろ
子
（４
月
１

目
）、同
看
護
婦
藤
井
理
恵
（４

月
乾
醸
）、周
蓬
看
談
婦
柳
瀬
晃

子
（５
月
１
日
）

編
集
後
記

職
員
の

一
体
化
及
び
Ｏ
Ｂ
等

と
の
情
報
交
流
を
図
る
た
め
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
刊
行

す
る
運
び
と
な
っ
た
が
ぉ
綿
集

体
観
の
立
ち
遅
れ
か
ら
発
行
が

だ
い
ぶ
日
付
＞
重
（な

っ
て
し
ま

っ
た
。
又
、
紙
面
の
薦
係
か
ら

入
事
も

一
部
響
変
せ
ぎ
る
を
得

な
か
っ
た
。
心
か
ら
お
詫
び
を

し
た
い
。

ま
た
、
今
扇
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
を
本
学
学
生
の
保
護
者
や
○

Ｂ
の
方
々
に
も
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
早
速
電
話
で
ご

意
見
を
い
た
だ

い
た
。
内
容
は

本
学
の
志
願
者
減
少
に
対
し
て
、

も

っ
と
学
生
の
満
足
度
を
高
め

る
工
夫
が
必
要
で
は
夜
い
か
、

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
あ

っ
た
。

昔
重
な
ぉ
」意
見
ナ″生
し
て
、
今

後
の
大
学
改
革
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。

（
移
ど
も
色
々
と
ご
批
判
を

受
け
る
＞」と
も
あ
つ
つ
が
徐
々

矩
立
派
な
紙
面
を
作

っ
て
行
き

た
い
。

▼
〈

，月
の
癖
器
霊
正
疋

な
が
ら
会
総
会
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
、

６
月
界
恩

０
と
大
通
フ
オ
ー
ラ
ム
ホ

テ
ル

建
学
の
精
神
は
永
遠
に

本
学
創
立
者
故
宮
懇
慶
三
郎
先
生
が
逝
去
森

さ
れ
て
か
ら
２
年
余
の
歳
月
が
流
れ
た
。先
生
の

一
ス
晦
用
で
あ

三
圏
忌
と
い

バ
ス
内
体
あ

前
狂
な
手
を

姿
が
見
ら
れ

残
念
な
が

と
お
目
に
か

る
が
、私
達

も
先
生
が
い

者
と
し
て
残
し
て
く
れ
た
建
学
の
精
神
は
今
も

大
学
の
発
展
の
た
め
の
礎
と
な
っ
て
お
り
、そ
し

て
そ
れ
な
未
来
水
劫
に
輝
き
続
け
る
で
あ
ろ

つヽ
◇

園

た
。

鯉
癖競雄棘熱卓棘

触
銹
響纂
”

「ある日突然に

生物 ら化学テロの8き代 ?」

露層寺:平成預年6月二9日佃年後 1時から
柳 斗 嬢 15堪不菱
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